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災
害
時
な
ど
の
避
難
の
際
に
、
聴
覚
障
が

い
者
は
状
況
判
断
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
手
話
を
覚
え
て
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

　
遠
回
し
な
表
現
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
例
え

ば
、
何
か
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
き
、
手
話

で
は
「
今
、
手
が
空
い
て
い
ま
す
か
」
よ
り

も
「
今
、
忙
し
い
で
す
か
」
と
簡
潔
に
表
現

す
る
方
が
、
相
手
に
誤
解
な
く
意
思
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

♦
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

     

地
域
の
た
め
の
消
費

　
「
地
域
振
興
」
は
、
買
い
物
の
大
事
な
視

点
の
一
つ
で
す
。
地
元
の
食
材
を
選
ぶ
こ
と

や
地
元
の
店
で
商
品
を
買
う
こ
と
は
、
地
元

を
応
援
す
る
「
地
産
地
消
」
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
伝
統
を
未
来
に
つ
な
ぐ

た
め
に
伝
統
工
芸
品
を
購
入
し
て
み
る
こ
と

も
「
地
域
の
た
め
の
消
費
」
で
す
。

     

環
境
を
考
え
た
消
費

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、「
も
っ
た
い
な

い
」
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
食
品

ロ
ス
を
減
ら
す
、
資
源
保
護
の
認
証
が
あ
る

商
品
や
二
酸
化
炭
素
削
減
の
工
夫
を
し
て
い

る
商
品
を
購
入
す
る
な
ど
、
よ
り
良
い
地
球

環
境
の
た
め
に
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
買
い
物
の
と
き
に
レ
ジ
袋
の
代

わ
り
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
「
エ
シ
カ
ル
」
は
、
倫
理
的
・
道
徳
的
と

い
う
意
味
で
、「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
は
、「
あ

ら
ゆ
る
人
や
社
会
、
地
域
や
環
境
な
ど
に
配

慮
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
で
消
費
す

る
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

日
々
の
買
い
物
を
す
る
と
き
に
、
世
界
が

抱
え
る
問
題
を
考
え
、
そ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
協
力
で
き
る
行
動
を
選
択
す
る
こ

と
は「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）」

の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

     

人
・
社
会
を
守
る
消
費

　

消
費
者
に
と
っ
て
、
値
段
が
安
い
こ
と
は
、

購
入
を
判
断
す
る
大
き
な
理
由
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
安
す
ぎ
る
製
品
の
陰

に
は
、
商
品
の
価
格
を
抑
え
る
た
め
に
安
い

賃
金
で
働
く
人
々
が
い
ま
す
。

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
裏
に
隠
さ
れ
た
ス

ト
ー
リ
ー
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
商
品（
※
）や
売
上
金
の
一
部
が
寄
附

に
つ
な
が
る
製
品
、
障
が
い
者
支
援
に
つ
な

が
る
商
品
を
消
費
選
択
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※�

途
上
国
で
作
ら
れ
た
製
品
な
ど
を
、
適
正

な
価
格
で
継
続
的
に
取
引
し
て
い
る
と
認

証
さ
れ
て
い
る
商
品
の
こ
と

消
　
費
　
生
　
活

情
報
コ
ー
ナ
ー

情
報
コ
ー
ナ
ー　
第
19
回（
隔
月
）

エ
シ
カ
ル
消
費
を
知
っ
て
い
ま
す
か

エ
シ
カ
ル
消
費
を
知
っ
て
い
ま
す
か

く
わ
し
く
は　
生
活
安
全
課　

く
ら
し
安
心
係　

☎
０
２
８
８（
21
）５
１
１
２

「火災」「火災」 「地震」「地震」

「危ない」「危ない」「避難・逃げる」「避難・逃げる」

右手を内側にひねりな右手を内側にひねりな
がら上にあげるがら上にあげる

両手の手のひらを胸のあ両手の手のひらを胸のあ
たりで上に向けて、左右たりで上に向けて、左右
同時に前後に動かす同時に前後に動かす

交互に腕を振る交互に腕を振る 両手の拳を立てて構える両手の拳を立てて構える 折り曲げた右手（や両手）折り曲げた右手（や両手）
の指先で、胸を２回ぐらいの指先で、胸を２回ぐらい
たたくたたく

両手で屋根の形をつくる両手で屋根の形をつくる

    

手
話
手
話
で
は
な
そ
う
！

で
は
な
そ
う
！

〜
災
害
時
の
手
話
〜→

→
第
32
回（
隔
月
）

　
「
私
が
消
費
す
る
も
の
は
少
し
だ
か
ら
」

と
思
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の

小
さ
な
消
費
が
集
ま
れ
ば
、
社
会
に
与
え

る
影
響
は
大
き
く
な
り
ま
す
。
買
い
物
な

ど
を
通
し
て
、
無
理
な
く
取
り
入
れ
ら
れ

る
範
囲
か
ら
、
世
界
の
未
来
を
変
え
る
た

め
に
エ
シ
カ
ル
消
費
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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レシピ
の

旬日光 87
今月の注目食材は「オクラ」

合わせ、底にたまった汁は捨てる。
⑤ ④とほかの野菜、【A】の残りを

すべて加えて全体を混ぜ合わせ、
冷蔵庫で１時間ほど味をなじませ
たら出来上がり。

◉ポイント
　④で、水気を切ったナスと【Ａ】
を混ぜることで、ボウルに付着して
いる水を取り除くことができ、味が
薄くなるのを防いでいます。これは

「共
ともあら

洗い」といい、日持ちも多少良
くなります。

◉今回のレシピは
・18kcal（１人分）
・たんぱく質…1.1g
・脂質…０g
 ・塩分…1.6g

夏にぴったり！ 　
　　　　山形だし

　「だし」は山形県の村山地方発祥
の郷土料理といわれています。水分
を多く含む夏野菜とミョウガなどの
香味野菜を刻んであえ、しょうゆな
どで味付けしたものが「だし」です。

◉材料／４人分
オクラ…２本、キュウリ…1/2本、

ナス…１本、オオバ…５枚、ショウ
ガ…１片、ミョウガ…１個、塩…適
量

【Ａ】めんつゆ…大さじ３、薄口
しょうゆ…大さじ１、塩…少々

◉作り方
① オクラは塩ずりし水洗いしておく。
② オクラ、キュウリ、ナス、ミョウ

ガは５mm 角を目安に切る。ナス
はアクが出るので、３分ほど水に
さらしておく。ショウガは辛みが
出るのを抑えるために２mm 角ほ
どに切る。オオバは細かく切る。

③ 【A】をボウルに混ぜ合わせて、
だしの漬け汁を作る。

④ ナスをざるに上げ、しっかり水気
を切ってボウルに戻し、【A】を
大さじ1/2ほど加えて、軽く混ぜ

提供：日光市農村生活研究グループ

ボーセンさんの
よもやま話
日光市国際交流員ボーセン・ミシェル ／ 第15回

　皆さんはアメリカの文化遺産、記念物などを考
えるとき、自由の女神が思い浮かぶのではない
でしょうか。自由の女神とならび、アメリカの
シンボルであるラシュモア山国立記念碑 (Mount 
Rushmore National Memorial) を聞いたことが
ありますか。サウスダコタ州のラシュモア山にあ
るこの有名な記念碑は、アメリカの著名な４人の
大統領（ジョージワシントン、トーマスジェファー
ソン、セオドアルーズベルト、エイブラハムリン
カーン）の顔が岩山に刻まれたものです。私の父
は日光市の姉妹都市のラピッドシティで育ち、祖
父はこの国立公園
の森林警備隊員と
して働いていまし
た。写真のワシン
トン大統領の鼻の
下に写っているの
が私の祖父です。

はなちゃん文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

だより
くわしくは　文化財課　☎0288-25-3200

　 第39回 足
あ し お

尾銅
ど う ざ ん

山電
で ん わ

話資
し り ょ う か ん

料館（旧
きゅう

足尾銅山電話交
こ う か ん じ ょ

換所）
  （国登録有形文化財（建造物）・足尾地域）平成28年（2016年）11月指定

Talk about various topics 
with Boesen

大造じいちゃん。足尾銅山
電話資料館について教えて !

この資料館は、かつて足尾銅
山の電話交換所だったんじゃ。

世界初の電話が発明された10年後の明
め い じ

治19(1886) 年、
民
みんかん

間初の私
し せ つ

設電話として、足尾銅山に整
せ い び

備されたんじゃ。
この時代の電話は、相手に直

ちょくせつ

接かけずに、電話交換所に
相手の番号を伝

つた

えて、つないでもらったんじゃよ。
　今ある建

たてもの

物は、昭
しょうわ

和26(1951) 年に間
ま と う

藤交換所の機
き の う

能
が移

うつ

され、平
へいせい

成12(2000) 年まで使われていたんじゃ。

電話の歴
れ き し

史を感じるね。レトロな建物もすてき !

左の QR コードから、所在地の Google Mapが閲覧できます。

足尾銅山電話資料館足尾銅山電話資料館

祖父の写真祖父の写真
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